
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
要
綱

第
一

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の
一
部
改
正
関
係

一

特
例
認
定
制
度
の
創
設

１

厚
生
労
働
大
臣
は
、
雇
用
環
境
の
整
備
に
関
し
、
行
動
計
画
策
定
指
針
に
照
ら
し
て
適
切
な
一
般
事
業
主
行
動
計
画

を
策
定
し
た
こ
と
等
の
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
（
以
下
「
認
定
一
般
事
業
主
」
と
い
う
。
）
か
ら
の

申
請
に
基
づ
き
、
当
該
認
定
一
般
事
業
主
に
つ
い
て
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
実
施
の
状
況
が
優
良
な
も
の
で
あ
る

こ
と
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
認
定
（
以
下
「
特
例
認
定
」
と
い
う
。

）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
五
条
の
二
関
係
）

２

特
例
認
定
を
受
け
た
認
定
一
般
事
業
主
（
以
下
「
特
例
認
定
一
般
事
業
主
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
一
般
事
業

主
行
動
計
画
の
策
定
及
び
そ
の
旨
の
届
出
に
代
え
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
年
少
な
く
と
も

一
回
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
実
施
の
状
況
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
五
条
の
三

関
係
）



３

特
例
認
定
一
般
事
業
主
は
、
広
告
等
に
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
表
示
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
何
人

も
こ
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
広
告
等
に
当
該
表
示
又
は
こ
れ
と
紛
ら
わ
し
い
表
示
を
付
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る

こ
と
。
（
第
十
五
条
の
四
関
係
）

４

特
例
認
定
一
般
事
業
主
が
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
実
施
の
状
況
が
優
良
な
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
、
２
の
公
表
を
せ
ず
又
は
虚
偽
の
公
表
を
し
た
と
き
等

に
該
当
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
特
例
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
五
条

の
五
関
係
）

二

期
限
の
延
長

法
律
の
有
効
期
限
を
十
年
間
延
長
し
、
平
成
三
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
二
条
第
一
項
関

係
）

三

そ
の
他

１

罰
則
に
つ
い
て
必
要
な
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。
（
第
二
十
六
条
関
係
）

２

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。



第
二

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の
一
部
改
正
関
係

一

題
名

題
名
を
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
と
す
る
こ
と
。
（
題
名
関
係
）

二

総
則
等

１

関
係
機
関
の
責
務
の
創
設

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
、
福
祉
事
務
所
そ
の
他
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
（
以
下
「
母
子
家
庭
等
」
と
い
う
。
）

並
び
に
寡
婦
の
支
援
を
行
う
関
係
機
関
は
、
そ
の
者
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
に
相
互
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
条
の
二
関
係
）

２

父
子
家
庭
を
新
た
に
支
援
対
象
と
す
る
こ
と
に
伴
う
名
称
変
更
等

母
子
福
祉
団
体
を
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
と
す
る
と
と
も
に
、
配
偶
者
の
な
い
者
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

（一）
も
の
の
福
祉
又
は
こ
れ
に
併
せ
て
寡
婦
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
営

利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
事
そ
の
他
の
役
員
の
過
半
数

が
配
偶
者
の
な
い
女
子
又
は
配
偶
者
の
な
い
男
子
で
あ
る
も
の
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
第
六
項
関
係



）
母
子
自
立
支
援
員
を
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
と
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
、
市
及
び
福
祉
事
務
所
を
設
置
す

（二）
る
町
村
（
以
下
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
は
、
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
等
の
人
材
の
確
保
及
び
資
質
の
向
上

を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
条
関
係
）

母
子
福
祉
施
設
を
母
子
・
父
子
福
祉
施
設
と
、
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
、
母
子
休

（三）
養
ホ
ー
ム
を
母
子
・
父
子
休
養
ホ
ー
ム
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
八
条
及
び
第
三
十
九
条
関
係
）

３

母
子
家
庭
等
及
び
寡
婦
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
の
措
置
の
積
極
的
か
つ
計
画
的
な
実
施
等
の
規
定
の
創
設

都
道
府
県
等
は
、
母
子
家
庭
等
及
び
寡
婦
が
適
切
な
支
援
を
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
そ
の
生
活

の
安
定
と
向
上
の
た
め
の
措
置
の
積
極
的
か
つ
計
画
的
な
実
施
及
び
周
知
並
び
に
支
援
を
行
う
者
の
活
動
の
連
携
及
び

調
整
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
条
の
二
関
係
）

三

基
本
方
針
等

１

基
本
方
針

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
本
方
針
の
対
象
に
父
子
家
庭
を
加
え
る
こ
と
。
（
第
十
一
条
第
一
項
関
係
）



２

自
立
促
進
計
画

自
立
促
進
計
画
の
対
象
に
父
子
家
庭
を
加
え
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
が
当
該
計
画
の
策
定
等
を
行
う
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
母
子
家
庭
等
及
び
寡
婦
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
等
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
二
条
関
係
）

四

母
子
家
庭
に
対
す
る
福
祉
の
措
置

１

保
育
所
へ
の
入
所
等
に
関
す
る
特
別
の
配
慮

市
町
村
は
、
保
育
所
へ
入
所
す
る
児
童
を
選
考
す
る
場
合
に
加
え
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
そ
の
他
の
事
業
を

行
う
場
合
に
は
、
母
子
家
庭
の
福
祉
が
増
進
さ
れ
る
よ
う
に
特
別
の
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
八
条
第
二
項
関
係
）

２

母
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
等

都
道
府
県
は
、
就
業
支
援
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
の
で
き
る
業
務
と
し
て
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
並
び
に
事
業

主
に
対
し
、
就
職
の
支
援
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
明
示
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
条
第
二
項
関
係
）

３

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金



母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

（一）

都
道
府
県
等
は
、
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
が
、
教
育
訓
練
を
受
け
、
当
該
訓
練

を
修
了
し
た
場
合
に
、
そ
の
者
に
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
一
条
第
一
号

関
係
）

母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

（二）

都
道
府
県
等
は
、
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
が
、
安
定
し
た
職
業
に
就
く
こ
と
を

容
易
に
す
る
た
め
必
要
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
養
成
機
関
に
お
い
て
修
業
す
る
場
合
に
、
そ
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
そ
の
者
に
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
一
条
第
二
号
関
係
）

受
給
権
の
保
護
及
び
公
課
の
禁
止
等

（三）

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
及
び
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
に
係
る
受
給
権
の
保
護
及
び

公
課
の
禁
止
等
に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
一
条
の
二
か
ら
第
三
十
一
条
の
四
ま
で
関

係
）

４

母
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
の
創
設



都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
の
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
、
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
と
緊

密
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
次
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
一
条
の
五
第
一
項
関
係
）

母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
に
対
し
、
家
庭
生
活
及
び
職
業
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
又
は
母
子
・
父
子
福
祉

（一）
団
体
に
よ
る
支
援
そ
の
他
の
母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
に
対
す
る
支
援
に
係
る
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
。

母
子
家
庭
の
児
童
に
対
し
、
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
又
は
学
習
に
関
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
。

（二）

母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
に
対
し
、
母
子
家
庭
相
互
の
交
流
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を

（三）
行
う
こ
と
。

五

父
子
家
庭
に
対
す
る
福
祉
の
措
置

父
子
家
庭
に
対
す
る
福
祉
の
措
置
の
章
を
創
設
し
、
父
子
福
祉
資
金
の
貸
付
け
、
父
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
、
公

営
住
宅
の
供
給
に
関
す
る
特
別
の
配
慮
、
保
育
所
へ
の
入
所
等
に
関
す
る
特
別
の
配
慮
、
雇
用
の
促
進
、
父
子
家
庭
就
業

支
援
事
業
及
び
父
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
一
条
の
六
か
ら
第
三
十
一
条
の
十
一

ま
で
関
係
）

六

寡
婦
に
対
す
る
福
祉
の
措
置



都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
寡
婦
に
対
し
て
、
寡
婦
生
活
向
上
事
業
を
実
施
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
五

条
の
二
関
係
）

七

守
秘
義
務
の
創
設
等

都
道
府
県
が
母
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
等
を
委
託
で
き
る
こ
と
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
母
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
等

の
委
託
に
係
る
事
務
に
従
事
す
る
者
等
の
守
秘
義
務
及
び
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合
の
罰
則
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
七
条
第
二
項
、
第
三
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
一
条
の
五
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
一
条
の
七
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
九
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
三
条

第
二
項
、
第
三
十
五
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
八
条
関
係
）

八

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

第
三

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
関
係

一

支
給
要
件
及
び
支
給
制
限
の
改
正

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
な
い
と
す
る
要
件
か
ら
父
又
は
母
の
死
亡
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
等
を
削
る
と
と
も
に
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
支
給
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
条



第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
三
条
の
二
関
係
）

二

相
談
及
び
情
報
提
供
等
の
改
正

都
道
府
県
知
事
等
が
、
受
給
資
格
者
（
養
育
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
自
立
の
た
め
に
必
要
な
支
援
と
し
て
就
業
の
支

援
に
加
え
、
生
活
の
支
援
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
関
係
）

三

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

第
四

施
行
期
日
等

一

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
改
正
規
定
に
つ
い
て
は
各
々
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

１

第
一
の
二

公
布
の
日

２

第
二

平
成
二
十
六
年
十
月
一
日

３

第
三

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日

二

検
討



政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規
定
に
つ
い

て
、
そ
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
つ
つ
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
二
条
関
係
）

三

経
過
措
置
等

そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整

備
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
三
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
関
係
）


